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 金属表面における有機分子のエネルギーレベルアラインメントは、界面での

電荷移動を左右する重要な要素の１つである。従って、アラインメントを決める

要因に関する知見は、有機デバイスや不均一触媒反応の理解に必要不可欠

と言える。本研究では、走査トンネル顕微鏡（STM）及び光電子分光（XPS, 

UPS）を用いて、Rh(111)に吸着したシクロヘキサンのエネルギーレベルアライ

ンメントを調べた。 

 図１に Rh(111)に吸着したシクロヘキサン

の STM像を示す。分子は超構造を形成し、

分子像の形や高さは吸着サイトによって異

なる[1]。図中の分子像Aは atopサイトに吸

着した分子に帰属でき、他の分子よりも高

さが見かけ上約０.１Å低く観測される。 

 図２は吸着シクロヘキサンの高分解能 C 

1s XPSスペクトルである。284.0 eVのメイン

ピークとその振動微細構造の他に、283.7 

eV にもピークがあることが分かる。強度比

から、283.7 eV のピークは atop サイトに吸

着した分子に帰属できる。UPS、および水

素を前吸着させた表面の結果から、C 1s束

縛エネルギーに見られる差は、ケミカルシ

フトに由来するものではなく、エネルギーレ

ベルアラインメントの吸着サイト依存性を反

映していると考えられる。 

 理論計算による先行研究[2]も踏まえると、

アラインメントの吸着サイト依存性は、表面

-分子間距離が吸着サイトによって異なって

いることが原因であると結論できる。 
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図 1. Rh(111)表面に吸着したシクロヘ

キサン(1 ML)の STM像. 

(Vs = 526 mV, It = 186 pA, T = 97 K) 

図 2. Rh(111)表面に吸着したシクロヘ

キサン(1 ML)の C 1s XPS スペクトル.  

(h = 380 eV, T = 90 K) 


